














研究目的 

 分娩時の胎児監視は産科臨床に不可欠であるが,その最も主要な部分は胎児心拍数図で

あり,近年の分娩監視装置の導入にともない,周産期死亡率の低下と新生児仮死の減少に大

きく貢献している。一方,胎児心拍数図上で異常を診断するには,連続して常時これを観察

し解析することが大切である。完全な連続監視には,どうしてもコンピュータによる自動解

析と,それによる自動診断が必要であり,これによって胎児異常の早期発見と,胎児仮死の

早期治療が完全になる。我々は昭和 48年以来,本研究班で胎児心拍数変動の自動解析を報

告してきたが,その基礎となったのは,昭和 44 年に発表した前田らの胎児心拍数評価点で

あり,その内容は,胎児心拍数基線レベル,一過性徐脈の持続時間,振幅,最減少心拍数,回復

時間,lag time,dip の前後の acceleration の有無,dip の形態に,それぞれ重みをつけてス

コアリングした,定量的診断法である。心拍数評価点(心拍数スコア,FHRscore)については,

すでに国内外で追試をうけて,その意義が認められており,また,昭和 51 年には,本研究班

で,正常群と心拍数図肉眼診断による胎児仮死群の間で明瞭に異なることを報告した。 

 研究初期には汎用のミニコンピュータを用いて,また経膣直接誘導心電信号による心拍

数出力を利用していたが,雑音が少なく細変動(LTV)の検出が可能な自己相関計方式の分娩

監視装置の開発にともない,昭和 53 年頃から外測法で,ドラブ信号または心音信号を用い

た心拍数出力を利用するようにした。さらに,昭和 55 年には,開発したプログラムをマイク

ロコンピュータ・システムに移植して,小型の自動胎児診断補助装置を発表し,臨床的に実

用化した(昭和 55 年本研究班報告)。 


